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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

セラミック硬質膜は，切削工具および摺動部材の耐摩耗膜として適用されている．硬質膜の開発の

変遷を俯瞰した際に，タングステンを含む硬質膜は，膜原料の合金ターゲットの調達の困難さから研

究事例が少なく，ごく限られた金属比の膜特性のみが示されてきた． 

本事業では，チタンとタングステンからなる窒化物硬質膜を作製し，膜の機械的性質，微細構造，

摺動特性，耐酸化性を代表とする膜特性を明らかにする．さらに，低フリクション表面の構築を目的と

し，薄膜に凹凸構造を付与するテクスチャー表面を開発する． 

 

（２）実施内容 

① 放電プラズマ焼結法によるターゲット作製 

 本項目では，膜原料となる合金ターゲットを作製するため，金属粉末を調合し，放電プラズ

マ焼結法により焼結実験を実施した． 

 

 

図1： (a) 焼結実験の様子  (b) 作製した合金ターゲット 

 

 



② (Ti,W)N単層膜の開発 

 合金ターゲットを原料として，高周波マグネトロンスパッタリング法により単層膜を作製し

た．作製後に膜の機械的性質，微細構造，摺動特性，耐酸化性を分析した． 

 

 

図2： (a) 成膜時の様子  (b) 平板へのコーティング  (c) 切削工具へのコーティング 

 

 

③ テクスチャー耐摩耗膜の開発 

 薄膜の表面構造に凹凸を与えたテクスチャー耐摩耗膜を開発した．単層膜に比べ，摩擦係数

が低下することを明らかにした． 

 

 

図3： (a) 凹凸構造を付与したテクスチャー表面  (b) 単層膜とテクスチャー膜の摩擦係数 

 

 

 

 

 

 



２ 予想される事業実施効果 

① 本事業の研究成果により，各元素の物理的性質に依存せず，複雑組成となる焼結体の 

製する手法を体系化することができた． 

 

② チタンとタングステンを含む窒化物膜の研究事例は少なく，(Ti,W)Nの膜特性については未

解明であった．本事業では，金属比の異なる(Ti,W)Nの機械的性質，微細構造，耐酸化性につい

て明らかにし，切削工具・摺動部材への被覆を応用するための膜の基本特性を明らかにした． 

 

③ 硬質膜の分野では，単層膜，多層膜といった膜構造が示されてきた．本事業では，新たな

膜構造として，テクスチャー膜の開発を進め，凹凸構造が低フリクションを導くことを示

した． 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

① 研究概要 

・窒化チタンタングステン硬質膜の開発研究概要 

・テクスチャー表面の開発 研究概要 

 

 
 

 

 



 

② 補助事業報告書 

・低フリクションを指向したテクスチャー耐摩耗膜の開発補助事業 報告書 

 

 
 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

・2013年度 精密工学会 九州支部 講演論文集 

・日本機械学会 九州支部 第 67期 講演会 講演論文集 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 佐賀大学大学院 （サガダイガクダイガクイン） 

住   所： 〒840-8502 

 佐賀市本庄町1番地 

申 請 者： 准教授 長谷川 裕之（ハセガワ ヒロユキ） 

担 当 部 署： 工学系研究科 機械システム工学専攻 

（コウガクケイケンキュウカ キカイシステムコウガクセンコウ） 

E-mail：   hasegawa@me.saga-u.ac.jp 

URL ：    http://saga-mech-surface.jimdo.com/ 
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